
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスク状の記録媒体を収納しているとともに、上記記録媒体の一部を露出した窓部

ケースと、
上記窓部を閉塞する閉塞位置と、上記窓部の両側に位置しそれぞれ上記窓部を開放する２
つの開放位置と、へ移動自在に上記ケースに取り付けられたシャッタと、
上記ケース内で上記シャッタの両側に配設され、それぞれ上記シャッタを上記閉塞位置に
向けて付勢し上記閉塞位置に保持した一対のシャッタばねと、

を備え、

上記シャッタばねは、それぞれケースに固定された固定端と、上記シャッタが上記閉塞位
置にある際に上記ケースおよびシャッタと離脱可能に係合する可動端と、を有し、
上記シャッタは、上記閉塞位置から一方の開放位置に向けて移動した際、上記一方の開放
位置側に設けられたシャッタばねの可動端を上記固定端側に押圧して上記ケースから離間
させるとともに、他方の開放位置側に設けられたシャッタばねの可動端から離間し、
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と、
上記窓部の形成された２つの平行な主面と、前端面と、互いに平行な２つの側面とを有す
る偏平な矩形状の

上記シャッタの移動をガイドするガイド手段と、
上記ケースは、上記窓部の両側に形成されそれぞれ上記シャッタばねを収容したばね収容
部と、上記ケースの前端面に開口しているとともにそれぞれ上記ばね収容部に連通し上記
シャッタばねを挿通可能な２つの開口部と、上記開口部間に位置し上記窓部に対向したブ
リッジ部と、を有し、

上記ガイド手段は、　



ことを特徴とするディスクカートリッジ。
【請求項２】
ディスク状の記録媒体を収納しているとともに、上記記録媒体の一部を露出した窓部

ケースと、
上記窓部を閉塞する閉塞位置と、上記窓部の両側に位置しそれぞれ上記窓部を開放する２
つの開放位置と、へ移動自在に上記ケースに取り付けられたシャッタと、
上記ケース内で上記シャッタの両側に配設され、それぞれ上記シャッタを上記閉塞位置に
向けて付勢し上記閉塞位置に保持した一対のシャッタばねと、

を備え、

上記各シャッタばねは、上記ケースに固定された固定端と、上記シャッタが上記閉塞位置
にある際、上記ケースおよびシャッタと離脱可能に係合する可動端と、を有しているとと
もに、上記シャッタが上記閉塞位置から一方の開放位置に向けて移動する際、上記一方の
開放位置側に位置したシャッタばねは、その可動端が上記シャッタにより上記固定端側に
押されて上記ケースから離間し、他方の開放位置側に位置したシャッタばねは、その可動
端が上記シャッタから離脱し上記ケースと係合状態を維持

ことを特徴とするディスクカートリッジ。
【請求項３】
ディスク状の記録媒体を収納しているとともに、上記記録媒体の一部を露出した窓部

ケースと、
上記窓部を閉塞する閉塞位置と、上記窓部の両側に位置しそれぞれ上記窓部を開放する２
つの開放位置と、へ移動自在に上記ケースに取り付けられたシャッタと、
上記ケース内で上記シャッタの両側に配設され、それぞれ上記シャッタを上記閉塞位置に
向けて付勢し上記閉塞位置に保持した一対のシャッタばねと、

を備え、
上記ケースは、上記窓部の両側に形成されそれぞれ上記シャッタばねを収容したばね収容
部と、

各ばね収容部において、上記窓部に隣接して位置した係止ばね受けおよび上
記窓部から離間して位置した固定ばね受けと、を有し、
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　上記ブリッジ部に形成された第１の部分と、上記各ばね収容部内において上記ケースの
内面に形成されているとともに上記第１の部分と直線的に整列した一対の第２の部分とを
有し、上記前端面に沿って延びるガイド溝と、
　上記シャッタに設けられ上記シャッタの移動に応じて上記ブリッジ部上および各ばね収
容部内を移動するガイド突起と、を備え、
　上記ガイド突起は、上記ブリッジ部上を移動する際に上記第１の部分と係合する第１の
突部と、上記ばね収容部内を移動する際に上記第２の部分と係合する第２の突部と、を有
している

と、
上記窓部の形成された２つの平行な主面と、前端面と、互いに平行な２つの側面とを有す
る偏平な矩形状の

上記シャッタの移動をガイドするガイド手段と、
上記ケースは、上記窓部の両側に形成されそれぞれ上記シャッタばねを収容したばね収容
部と、上記ケースの前端面に開口しているとともにそれぞれ上記ばね収容部に連通し上記
シャッタばねを挿通可能な２つの開口部と、上記開口部間に位置し上記窓部に対向したブ
リッジ部と、を有し、

し、
上記ガイド手段は、　
　上記ブリッジ部に形成された第１の部分と、上記各ばね収容部内において上記ケースの
内面に形成されているとともに上記第１の部分と直線的に整列した一対の第２の部分とを
有し、上記前端面に沿って延びるガイド溝と、
　上記シャッタに設けられ上記シャッタの移動に応じて上記ブリッジ部上および各ばね収
容部内を移動するガイド突起と、を備え、
　上記ガイド突起は、上記ブリッジ部上を移動する際に上記第１の部分と係合する第１の
突部と、上記ばね収容部内を移動する際に上記第２の部分と係合する第２の突部と、を有
している

と、
上記窓部の形成された２つの平行な主面と、前端面と、互いに平行な２つの側面とを有す
る偏平な矩形状の

上記シャッタの移動をガイドするガイド手段と、

上記ケースの前端面に開口しているとともにそれぞれ上記ばね収容部に連通し上記
シャッタばねを挿通可能な２つの開口部と、上記開口部間に位置し上記窓部に対向したブ
リッジ部と、



上記シャッタは、上記閉塞位置において上記係止ばね受けとそれぞれ整列して位置する一
対の可動ばね受けを有し、
上記各シャッタばねは、ねじりばねで形成され、上記固定ばね受けに係合した固定端と、
上記シャッタが上記閉塞位置にある際、上記係止ばね受けおよびこれに整列した可動ばね
受けに係合し、上記シャッタが閉塞位置から一方の開放位置に向かって移動する際、上記
可動ばね受けに係合した状態で上記固定端に向かって移動し上記係止ばね受けから離間す
るとともに、上記シャッタが閉塞位置から他方の開放位置に向かって移動した際、上記可
動ばね受けから離間し上記係止ばね受けに保持される可動端と、を有し、

ことを特徴とするディスクカートリッジ。
【請求項４】
上記シャッタは、上記２つの主面上をそれぞれ摺動可能な一対の遮蔽板と、上記遮蔽板を
互いに連結しているとともに上記ケースの前端面に対向した連結板と、を備え、
上記シャッタの上記可動ばね受けは、上記連結板の内面に突設されていることを特徴とす
る請求項 に記載のディスクカートリッジ。
【請求項５】
上記シャッタは、上記２つの主面上をそれぞれ摺動可能な一対の遮蔽板と、上記遮蔽板を
互いに連結しているとともに上記ケースの前端面に対向した連結板と、を備え、
上記ガイド突起は、上記連結板から上記遮蔽板とほぼ平行に突出し、上記第１および第２
の突部は、上記ガイド突起の延出端部から互いに相反する方向に突設されていることを特
徴とする 記載のディスクカートリッジ。
【請求項６】
ディスク状の記録媒体を収納しているとともに、上記記録媒体の一部を露出した窓部を有
するケースと、
上記窓部を閉塞する閉塞位置と、上記窓部の両側に位置しそれぞれ上記窓部を開放する２
つの開放位置と、へ移動自在に上記ケースに取り付けられたシャッタと、
上記シャッタの移動をガイドするガイド手段と、
上記ケース内で上記シャッタの両側に配設され、それぞれ上記シャッタを上記閉塞位置に
向けて付勢し上記閉塞位置に保持した一対のシャッタばねと、を備え、
上記ケースは、上記窓部の両側に形成されそれぞれ上記シャッタばねを収容したばね収容
部と、上記ケースの前端面に開口しているとともにそれぞれ上記ばね収容部に連通し上記
シャッタばねを挿通可能な２つの開口部と、上記開口部間に位置し上記窓部に対向したブ
リッジ部と、を備え、
上記ガイド手段は、
上記ブリッジ部に形成された第１の部分と、上記各ばね収容部内において上記ケースの内
面に形成されているとともに上記第１の部分と直線的に整列した一対の第２の部分とを有
し、上記ケースの前端面に沿って延びるガイド溝と、
上記シャッタに設けられ上記シャッタの移動に応じて上記ブリッジ部上および各ばね収容
部内を移動するガイド突起と、を備え、
上記ガイド突起は、上記ブリッジ部上を移動する際に上記第１の部分と係合する第１の突
部と、上記ばね収容部内を移動する際に上記第２の部分と係合する第２の突部と、を有し
ていることを特徴とするディスクカートリッジ。
【請求項７】
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上記ガイド手段は、　
　上記ブリッジ部に形成された第１の部分と、上記各ばね収容部内において上記ケースの
内面に形成されているとともに上記第１の部分と直線的に整列した一対の第２の部分とを
有し、上記前端面に沿って延びるガイド溝と、
　上記シャッタに設けられ上記シャッタの移動に応じて上記ブリッジ部上および各ばね収
容部内を移動するガイド突起と、を備え、
　上記ガイド突起は、上記ブリッジ部上を移動する際に上記第１の部分と係合する第１の
突部と、上記ばね収容部内を移動する際に上記第２の部分と係合する第２の突部と、を有
している

３

請求項１ないし４のいずれか１項に



上記ケースは、それぞれ上記窓部を有する互いに２つの主面を有し、
上記シャッタは、上記２つの主面上をそれぞれ摺動可能な一対の遮蔽板と、上記遮蔽板を
互いに連結しているとともに上記ケースの前端面に対向した連結板と、を備え、　上記ガ
イド突起は、上記連結板から上記遮蔽板とほぼ平行に突出し、上記第１および第２の突部
は、上記ガイド突起の延出端部から互いに相反する方向に突設されていることを特徴とす
る請求項 に記載のディスクカートリッジ。
【請求項８】
両面に情報処理可能な光ディスクを収納しているとともに、上記光ディスクの両面の一部
を露出した窓部を有するケースと、
上記窓部を閉塞する閉塞位置と、上記窓部の両側に位置しそれぞれ上記窓部を開放する２
つの開放位置と、へ移動自在に上記ケースに取り付けられたシャッタと、
上記ケース内で上記シャッタの両側に配設され、それぞれ上記シャッタを上記閉塞位置に
向けて付勢し上記閉塞位置に保持した一対のシャッタばねと、

を備え、
上記ケースは、上記窓部の両側に形成されそれぞれ上記シャッタばねを収容したばね収容
部と、

各ばね収容部において、上記窓部に隣接して位置した係止ばね受けおよび上
記窓部から離間して位置した固定ばね受けと、を有し、
上記シャッタは、上記閉塞位置において上記係止ばね受けとそれぞれ整列して位置する一
対の可動ばね受けを有し、
上記各シャッタばねは、ねじりばねで形成され、上記固定ばね受けに係合した固定端と、
上記シャッタが上記閉塞位置にある際、上記係止ばね受けおよびこれに整列した可動ばね
受けに係合し、上記シャッタが閉塞位置から一方の開放位置に向かって移動した際、上記
可動ばね受けに係合した状態で上記固定端に向かって移動し上記係止ばね受けから離間す
るとともに、上記シャッタが閉塞位置から他方の開放位置に向かって移動する際、上記可
動ばね受けから離間し上記係止ばね受けに保持される可動端と、を有し、

ことを特徴とするディスクカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、記録媒体としての光ディスクを収納したディスクカートリッジに関し、特に
、両方向に開閉可能なシャッタを備えたディスクカートリッジに関する。
【０００２】
【従来技術】
近年、フロッピーディスクに変わる大容量の記録媒体として、光磁気（ＭＯ）記録タイプ
の９０ｍｍ光ディスクが普及している。また、同じ９０ｍｍの書換え可能な光ディスクと
して、両面の使用が可能で更に大容量化が可能な相変化型（ＰＣ）タイプの光ディスク、
およびこれを備えた光ディスクドライブも開発されている。
【０００３】
ＰＣタイプの光ディスクは、その特徴を生かすために、縦横の寸法を初めとする基本部分
は、９０ｍｍのＭＯタイプのディスクと同じであるものの、主に厚さサイズとシャッタの
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６

上記シャッタの移動をガイドするガイド手段と、

上記ケースの前端面に開口しているとともにそれぞれ上記ばね収容部に連通し上記
シャッタばねを挿通可能な２つの開口部と、上記開口部間に位置し上記窓部に対向したブ
リッジ部と、

上記ガイド手段は、　
　上記ブリッジ部に形成された第１の部分と、上記各ばね収容部内において上記ケースの
内面に形成されているとともに上記第１の部分と直線的に整列した一対の第２の部分とを
有し、上記前端面に沿って延びるガイド溝と、
　上記シャッタに設けられ上記シャッタの移動に応じて上記ブリッジ部上および各ばね収
容部内を移動するガイド突起と、を備え、
　上記ガイド突起は、上記ブリッジ部上を移動する際に上記第１の部分と係合する第１の
突部と、上記ばね収容部内を移動する際に上記第２の部分と係合する第２の突部と、を有
している



開閉機構を独自なものとする専用のカートリッジが用意されている。
【０００４】
通常、ディスクカートリッジは、光ディスクを収納した偏平な矩形状のケースを備え、こ
のケースの両面には、光ディスクの一部およびハブを露出するための窓部が形成されてい
る。また、このケースには、窓部を開閉するための摺動自在なシャッタが設けられている
。
【０００５】
また、近年、この種のディスクカートリッジとして、例えば、特開昭６３－１１９０８１
号公報、特開昭６３－９４４８７号公報に開示されているような、窓部の左右両側へ開閉
可能なシャッタを備えたいわゆる両開き方式のディスクカートリッジが提案されている。
【０００６】
この両開き方式のディスクカートリッジは、シャッタの両側に設けられた一対のシャッタ
ばねを有し、シャッタはこれらのばねによりを窓部を閉塞した閉塞位置に保持されている
。各シャッタばねは、ケースに固定された一端とシャッタに固定された他端と、を有して
いる。また、シャッタには、所定の間隔を置いて２つの開口が形成されている。そして、
シャッタばねの付勢力に抗してシャッタをいずれかの方向へ摺動させることにより、シャ
ッタの一方の開口がケースの窓部に対抗し、窓部が開放される。
【０００７】
更に、他のタイプの両開き式ディスクカートリッジとして、ケースの幅方向全長に亘って
設けられたガイドシャフトと、ガイドシャフトに摺動自在に取り付けられた一対のスライ
ダと、これらのスライダを互いに連結した引っ張りばねと、各スライダの摺動を規制する
ようにケースの内壁に設けられた突起と、を備えたものが提供されている。
【０００８】
このディスクカートリッジによれば、シャッタを一方へ開放する際には、一方のスライダ
がシャッタとともにガイドシャフト上を移動し、他方のスライダは突起によって一方向へ
の移動が規制される。それにより、シャッタは、引っ張りばねの付勢力を受けた状態で開
放位置に移動し、シャッタに加えられていた開放力が解除されると、引っ張りばねの付勢
力により、ケースの窓部を閉じる閉塞位置に復帰される。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した一対のシャッタばねを有するディスクカートリッジにおいては、
シャッタばねの付勢力のばらつき等によりシャッタを閉塞位置に正確に保持することが困
難となる。また、シャッタの開放動作時、両方のシャッタばねが伸縮動作するため、シャ
ッタの移動ストロークも大きくとることができない。
【００１０】
また、ガイドシャフト、スライダ等を備えたタイプのディスクカートリッジにおいては、
その部品点数が多く製造コストが高価になるとともに、構造が複雑で組立性が比較的困難
となり、特に、大量生産における自動組立には適さない。
【００１１】
この発明は以上の点に鑑みなされたもので、その目的は、構造が簡単で自動組立が可能で
あるとともに、シャッタを閉塞位置に確実に保持することが可能なディスクカートリッジ
を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、この発明の態様に係るディスクカートリッジは、ディスク状の
記録媒体を収納しているとともに、上記記録媒体の一部を露出した窓部

ケースと、上記窓部を閉塞する閉塞位置と、上記窓部の両側に位置しそれぞれ上記窓
部を開放する２つの開放位置と、へ移動自在に上記ケースに取り付けられたシャッタと、
上記ケース内で上記シャッタの両側に配設され、それぞれ上記シャッタを上記閉塞位置に
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と、上記窓部の形
成された２つの平行な主面と、前端面と、互いに平行な２つの側面とを有する偏平な矩形
状の



向けて付勢し上記閉塞位置に保持した一対のシャッタばねと、
を備えている。

【００１３】

上記シャッタばねは、それぞれケースに固定された固定端と、上記
シャッタが上記閉塞位置にある際に上記ケースおよびシャッタと離脱可能に係合する可動
端と、を有し、上記シャッタは、上記閉塞位置から一方の開放位置に向けて移動した際、
上記一方の開放位置側に設けられたシャッタばねの可動端を上記固定端側に押圧して上記
ケースから離間させるとともに、他方の開放位置側に設けられたシャッタばねの可動端か
ら離間する。
【００１４】

ことを特徴としている。
【００１８】
上記構成のディスクカートリッジによれば、組立時、シャッタをケースに装着した後、ケ
ースの開口部を通して各シャッタばねをばね収容部内に挿入することにより、一対のシャ
ッタばねを所定位置に装着することができる。
【００１９】
また、閉塞位置に移動した状態において、シャッタは一対のシャッタばねにより付勢され
て閉塞位置に保持される。その際、各シャッタばねの可動端は、シャッタに係合するとと
もにケースにも係合して付勢力が規制され、シャッタが過度の付勢されることが防止され
る。
【００２０】
シャッタの開放時、その開放側に設けられたシャッタばねの可動端は、シャッタに押され
てケースから離間し、シャッタと係合した状態で固定端側に変位する。これに対して、他
方のシャッタばねの可動端は、ケースと係合した状態に保持され、シャッタから離間する
。それにより、シャッタは、一方のシャッタばねのみの付勢力を受けた状態で開放位置へ
移動することができる。
【００２６】
シャッタの開閉動作において、シャッタに設けられたガイド突起は、ブリッジ部上を移動
する際、第１の突部をガイド溝の第１の部分に係合させることによりシャッタの移動をガ
イドし、各ばね収容部内を移動する際、第２の突部をケース内面に形成されたガイド溝の
第２の部分に係合させることによりシャッタの移動をガイドする。従って、いずれの移動
位置においても、ガイド突起によってシャッタの移動を確実にガイドすることが可能とな
る。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながらこの発明の実施の形態に係るディスクカートリッジについて詳
細に説明する。
まず、全体の構成について概略的に説明すると、図１ないし図３に示すように、本実施例
に係るディスクカートリッジ１０は、情報記録媒体として、例えば、両面に記録再生面を
有する光ディスク１４を収納した偏平な矩形状のケース１２を備えている。このケース１
２は、一対のハーフケース１３を接合することにより形成されている。
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上記シャッタの移動をガイ
ドするガイド手段と、

上記ケースは、上記窓部の両側に形成されそれぞれ上記シャッタばねを収容したばね収容
部と、上記ケースの前端面に開口しているとともにそれぞれ上記ばね収容部に連通し上記
シャッタばねを挿通可能な２つの開口部と、上記開口部間に位置し上記窓部に対向したブ
リッジ部と、を有し、

上記ガイド手段は、上記ブリッジ部に形成された第１の部分と、上記各ばね収容部内にお
いて上記ケースの内面に形成されているとともに上記第１の部分と直線的に整列した一対
の第２の部分とを有し、上記前端面に沿って延びるガイド溝と、上記シャッタに設けられ
上記シャッタの移動に応じて上記ブリッジ部上および各ばね収容部内を移動するガイド突
起と、を備え、上記ガイド突起は、上記ブリッジ部上を移動する際に上記第１の部分と係
合する第１の突部と、上記ばね収容部内を移動する際に上記第２の部分と係合する第２の
突部と、を有している



【００２８】
ケース１２の上面および下面、つまり、２つの主面には、光デイスク１４へのアクセス用
の窓部１６がそれぞれ形成されて互いに対向している。各窓部１６は、それぞれケース１
２のほぼ中央から、ディスクカートリッジ１０の挿入方向Ａに向かって、ケース１２の前
端面１２ａ近傍まで延びている。
【００２９】
ケース１２内に収納された光ディスク１４の中心部には、中心孔２１の形成されたハブ１
８が取り付けられている。そして、ハブ１８および光ディスク１４の両面の一部は、窓部
１６を通して露出している。
【００３０】
ケース１２には、窓部１６を開閉する両面一体型のシャッタ２２が摺動自在に設けられて
いる。シャッタ２２は、断面Ｕ字形状に形成され、ケース１２の前端面１２ａ側からケー
ス１２の両面側を挟むようにして取り付けられている。そして、シャッタ２２は、図１に
示すように、窓部１６を閉塞する閉塞位置と、図３に実線および２点鎖線でそれぞれ示す
ように、閉塞位置の両側に位置しそれぞれ窓部１６を開放する２つの開放位置と、の間を
ケース１２の前端面１２ａと平行な方向に沿って摺動可能となっている。そして、後述す
るように、シャッタ２２は、ケース１２内で窓部１６の両側に配設された２つのシャッタ
ばね８ａ、８ｂにより閉塞位置に向かって常時付勢されている。
【００３１】
次に、ディスクカートリッジ１０の各部の構成について詳細に説明する。　　図１および
図２に示すように、ケース１２の一対のハーフケース１３は一部を除いて互いに等しい形
状および構造を有し、表裏を逆にした状態で内面を向い合わせて接合されている。各ハー
フケース１３は、アクセス用の窓部１６を有している。また、ハーフケース１３の表面の
内、シャッタ２２が摺動する領域は、浅い矩形状の凹所１５として形成され、窓部１６も
この凹所内に形成されている。また、ハーフケース１３は、凹所１５の後端中央部から窓
部１６の近傍まで突出した抜け止め用の突部１７を有し、この突部１７は、後述するよう
に、シャッタ２２の自由端部と係合してシャッタを凹所１５内に保持する。
【００３２】
各ハーフケース１３の前端中央部には、窓部１６を横切って延びるブリッジ部２１が形成
され、窓部の前端と対向している。一方のハーフケース１３のブリッジ部２１の内面には
一対の嵌合孔２３が形成され、他方のハーフケース１３のブリッジ部２１には、嵌合孔２
３に嵌合する図示しない一対の突起が設けられている。一対のハーフケース１３は、一方
に嵌合孔２３、他方に突起が設けられている点を除いて、ほぼ同様の構成を有している。
【００３３】
各ハーフケース１３の後端側両角部には、図示しないライトプロテクト切換用の操作駒が
摺動自在に嵌合される取付孔２０、図示しない光ディスクドライブへのディスクカートリ
ッジの装填時、光ディスクドライブ側に設けられた凸部が挿通されることにより、光ディ
スクカートリッジを光ディスクドライブに対して位置きめするための一対の基準位置決め
２４、および図示しない光ディスクドライブへのディスクカートリッジの装填を検出する
ための検出孔２６がそれぞれ形成されている。
【００３４】
図２および図４からよく分かるように、ハーフケース１３の内面には、ハーフケースの外
縁の内、前端部を除くほぼ全周に亘って所定高さのリブ１３ａが形成され、ケース１２の
両側壁および後壁を構成している。また、ハーフケース１３の内面には、光デイスク１４
収納用の空間部を構成するための円環状のリブ１３ｂがー体に形成されている。
【００３５】
窓部１６の前端部の両側には、リブ１３ａ、１３ｂおよびブリッジ部２１により、それぞ
れシャッタばね８を収容するための一対のばね収容部３０が形成されている。各ばね収容
部３０は、ケース１２の前端面１２ａに開口した開口部３２を有し、これらの開口部３２
はブリッジ部２１の両側に位置している。
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【００３６】
ハーフケース１３の一方の側壁内面には固定ばね受け３４が突設され、開口部３２の近傍
でばね収容３０内に位置している。固定ばね受け３４は、フック状に形成されているとと
もに、ハーフケース１３の側壁内面側からばね収容部３０側かつ後方に向かって傾斜した
傾斜面３４ａを有している。
【００３７】
また、他方のばね収容部３０内においてブリッジ部２１の近傍には、突部３６が設けられ
、この突部の上面、つまり、一対のハーフケース１３を接合した際に互いに対向する側の
面には、開口部３２側かつハーフケース１３の内面側に向かって傾斜したガイド面３６ａ
が形成されている。ガイド面３６ａは、後述するように、シャッタばね８が変形位置から
初期位置、つまり、シャッタ２２が閉塞位置にある時の位置、へ戻る際に、シャッタばね
のアームを所定の位置にガイドする。
【００３８】
図２、図４および図５に示すように、ブリッジ部２１の長手方向両端部には、左右一対の
係止ばね受け３８がそれぞれ形成されている。各係止ばね受け３８は、それぞれ対向する
ばね収容部３０に向けて開口した凹所により形成されているとともに、ばね収容部３０側
かつハーフケース１３の後方に向かって傾斜した傾斜面３８ａを有している。また、係止
ばね受け３８と、これらに対向した固定ばね受け３４とは、シャッタ２２を開放位置に移
動させた際に両者３８、３４の干渉を防止できる程度だけ、互いにハーフケース１３の前
後方向、つまり、挿入方向Ａに僅かにずれて形成されている。
【００３９】
また、ハーフケース１３には、その前端面１２ａに沿って延びるガイド溝４０が形成され
、この前端面の近傍に位置している。このガイド溝４０は、シャッタ２２の摺動をガイド
するために設けられたもので、ブリッジ部２１の外面に形成された第１の部分４０ａと、
ハーフケース１３の内面に形成されそれぞればね収容部３０内に位置した一対の第２の部
分４０ｂと、で構成されている。
【００４０】
第１の部分４０ａは、ブリッジ部２１の長手方向全長に亘って伸び、その両端は、それぞ
れ対応するばね収容部３０に連通している。また、各第２の部分４０ｂは、第１の部分４
０ａと直線状に整列して形成されているとともに、ハーフケース１３の側壁からブリッジ
部２１まで伸び、第１の部分４０ａの端部に連通している。
【００４１】
なお、ブリッジ部２１は、その外面がハーフケース１２の他の部分の外面よりも低いレベ
ルに位置し、ブリッジ部２１の先端部両端とばね収容部３０との境界部分には、ガイド溝
４０まで延びるスリット４２が形成されている。そして、ガイド溝４０の第１および第２
の部分４０ａ、４０ｂの端部は、このスリット４２を介して上下逆向きに対向している。
【００４２】
ブリッジ部２１の先端部内面には、ハーフケース１３の前端面１２ａに沿って延びている
とともに前端面に開口した移動溝４４が形成されている。また、ブリッジ部２１の外面に
は、その前端からガイド溝４０の第１の部分４０ａ近傍まで延びる一対の装着ガイド溝４
６が形成されている。各装着ガイド溝４６は、ガイド溝４０ａ側からブリッジ部２１の先
端側に向かって傾斜して形成されている。
【００４３】
上記のように構成された一対のハーフケース１３は、互いに内面を向い合わせた状態で突
き合わされて互いに接合される。同時、一方のブリッジ部２１に形成された嵌合孔２３に
他方のブリッジ部に形成された突起が弾性的に嵌合され、ハーフケース１３同志の接合状
態が維持される。
【００４４】
ハーフケース１３同志が接合された状態において、図６および図７に示すように、ブリッ
ジ部２１を挟んでその両側には、ばね収容部３０が形成されている。ケース１２の左右両
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側壁内面には固定ばね受け３４が設けられ、それぞれ対応するばね収容部３０内に突出し
ている。また、各ばね収容部３０内において、ブリッジ部２１の近傍には、シャッタばね
のアームをガイドする傾斜したガイド面３６ａが設けられている。
【００４５】
２つのブリッジ部２１にそれぞれ形成された係止ばね受け３８は、ブリッジ部の各端部に
おいて互いに整列して位置し、対応するばね収容部３０に対向している。また、ブリッジ
部２１に形成された移動溝４４の各端部は、互いに対向した２つの係止ばね受け３８間を
通って延び、ばね収容部３０に連通している。更に、ブリッジ部２１に形成された装着ガ
イド溝４６は、他方のブリッジ部に形成された装着ガイド溝４６とそれぞれ対向して配置
されている。
【００４６】
図２および図８に示すように、シャッタ２２は、それぞれケース１２の窓部１６を閉塞可
能な大きさを有する細長い矩形状に形成された一対の遮蔽板２２ａと、これらの遮蔽板を
連結した連結板２２ｂ、を有している。遮蔽板２２ａは所定の間隔を置いて互いに平行に
対向しているとともに、連結板２２ｂは遮蔽板と直交して延び遮蔽板の一端同志を連結し
ている。
【００４７】
図２、図８および図９に示すように、シャッタ２２の連結板２２ｂは、その幅方向中央部
分に突出部５０を有し、この突出部により段部５１が形成されている。これらの段部５１
には、シャッタ２２をスライドさせるための図示しない光ディスクドライブ側のシャッタ
開閉機構の開閉ピン７０（図２１参照）が係合する。
【００４８】
また、シャッタ２２は、左右一対づつ設けられたガイド突起５２ａ、５２ｂと、一対の可
動ばね受け５４と、を備えている。すなわち、連結板２２ｂの幅方向一端部の内面に一対
のガイド突起５２ａ、５２ｂ、および一方の可動ばね受け５４が設けられ、連結板２２ｂ
の幅方向他端部の内面に他の一対のガイド突起５２ａ、５２ｂ、および他方の可動ばね受
け５４が設けられている。
【００４９】
ガイド突起５２ａ、５２ｂは板状に形成され、連結板２２ｂの内面から遮蔽板２２ａと平
行に突出しているとともに、ケース１２のブリッジ部２１の厚さとほぼ等しい距離だけ離
間して互いに対向している。ガイド突起５２ａは、その延出端からガイド突起５２ｂ側へ
直角に突出した突部５６ａ（第１の突部）と、延出端から遮蔽板２２ｂ側へ直角に突出し
た突部５６ｂ（第２の突部）と、有し、これらの突部は、連結板２２ｂと平行な方向、つ
まり、シャッタ２２の摺動方向に延びている。それにより、ガイド突起５２ａは、全体と
してほぼＴ字状の断面形状に形成されている。
【００５０】
同様に、ガイド突起５２ｂは、その延出端からガイド突起５２ａ側へ直角に突出した突部
５６ａ（第１の突部）と、延出端から遮蔽板２２ｂ側へ直角に突出した突部５６ｂ（第２
の突部）と、有し、これらの突部は、連結板２２ｂと平行な方向、つまり、シャッタ２２
の摺動方向に延びている。それにより、ガイド突起５２ｂは、全体としてほぼＴ字状の断
面形状に形成されている。
【００５１】
また、各可動ばね受け５４も板状に形成され、連結板２２ｂの内面から遮蔽板２２ａと平
行に突出しているとともに、ガイド突起５２ａ、５２ｂ間に位置している。各可動ばね受
け５４は、板状の突起形成された凹所５４ａを有し、この凹所は、前述したケース１２の
係止ばね受け３８とほぼ同一の寸法および形状に形成されている。
【００５２】
上記構成のシャッタ２２は、樹脂により一体成形されている。連結板２２ｂの厚さｄ１は
、各遮蔽板２２ａの厚さｄ２の約２倍に設定されている。また、連結板２２ｂの強度を向
上させるため、突出部５０の内側には、連結板２２ｂの長手方向に延びる２本のリブ５８
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が一体に形成されている。また、ガイド突起５２ａ、５２ｂ、および可動ばね受け５４の
強度および位置精度を向上させるため、これらの基端部には肉盛り５９がされている。
【００５３】
更に、連結板２２ｂの突出部５０の内面には、凹所６０が形成されている。この凹所６０
は、シャッタ２２を射出成形する際のゲート位置Ｇと対向しており、射出成形時の樹脂の
流れを均一化するように作用する。
【００５４】
上記のように構成されたシャッタ２２は、図２に示すように、遮蔽板２２ａの自由端をケ
ース１２の前端面１２ａ側から矢印Ｅ方向に押し込むことによりケース１２に装着される
。この際、シャッタ２２のガイド突起５２ａ、５２ｂをブリッジ部２１に形成された装着
ガイド溝４６に位置合わせした状態で押し込む。それにより、各対のガイド突起５２ａ、
５２ｂは、ブリッジ部２１を上下から挟んだ状態で装着ガイド溝４６に沿って移動する。
【００５５】
シャッタ２２を更に矢印Ｅ方向へ押し込むことにより、ガイド突起５２ａ、５２ｂは、そ
の内側の突部５６ａがブリッジ部２１に形成されたガイド溝４０の第１の部分４０ａに係
合し、連結板２２ｂはケース１２の前端面１２ａと隣接対向する。連結板２２ｂの内面か
ら突出した一対の可動ばね受け５４は、ブリッジ部２１の先端面に形成された移動溝４４
内に摺動自在に挿入される。
【００５６】
また、遮蔽板２２ａはケース１２の各上面上を移動し、その自由端は、ケース１２の各表
面に形成された凹所１５の底面と、抜け止め用の突部１７との間に挿入され保持される。
以上の動作により、シャッタ２２がケース１２に取り付けられる。
【００５７】
図１０に示すように、シャッタ２２が閉塞位置にある状態において、ケース１２の２つの
窓部１６は、シャッタの遮蔽板２２ａによってそれぞれ閉塞される。各遮蔽板２２ａの幅
は、窓部１６の幅よりも僅かに大きく形成され、遮蔽板の両側縁部は、ケース１２の上面
壁とオーバーラップしている。
【００５８】
また、図１０および図１１に示すように、シャッタ２２の閉塞位置において、一対の可動
ばね受け５４の凹所５４ａは、ケース１２のブリッジ部２１の両端部に設けられた係止ば
ね受け３８とそれぞれ整列して位置する。更に、互いに整列したこれらの可動ばね受け５
４、および係止ばね受け３８は、シャッタ２２とケース１２上面壁とのオーバラップ領域
６０内に位置するように設けられている。
【００５９】
図１０および図１２に示すように、シャッタ２２の閉塞位置におて、シャッタのガイド突
起５２ａ、５２ｂは、ケース１２のブリッジ部２１を両側から挟持している。また、ガイ
ド突起５２ａ、５２ｂの内側の突部５６ａがそれぞれガイド溝４０の第１の部分４０ａに
摺動自在に係合している。すなわち、ガイド突起５２ａ、５２ｂは、ブリッジ部２１上を
移動する間、その内側の突部５６ａが第１の部分４０ａ内を摺動することにより、シャッ
タ２２の移動をガイドする。
【００６０】
一方、図１３に示すように、シャッタ２２が閉塞位置から一方の開放位置へ移動されると
、シャッタの両遮蔽板２２ａはそれぞれ窓部１６から外れて窓部を開放する。この際、シ
ャッタ２２の可動ばね受け５４は、ブリッジ部２１の移動溝４４から外れて開放側のばね
収容部３０内に移動する。
【００６１】
また、シャッタ２２のガイド突起５２ａ、５２ｂは、図１４および図１５に示すように、
突部５６ａがガイド溝４０の第１の部分４０ａ内を摺動した後、それぞれスリット４２を
通って開放側のばね収容部３０内へ移動する。その際、ガイド突起５２ａ、５２ｂの突部
５６ａは第１の部分４０ａから外れ、代わって外側の突部５６ｂがガイド溝４０の第２の
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部分４０ｂに係合する。以後、シャッタ２２が開放位置に到達するまで、ガイド突起５２
ａ、５２ｂの突部５６ｂは第２の部分４０ｂ内を移動する。
【００６２】
すなわち、ガイド突起５２ａ、５２ｂは、ばね収容部３０内を移動する間、その外側の突
部５６ｂがばね収納部に設けられた第１の部分４０ｂ内を摺動することにより、シャッタ
２２の移動をガイドする。
【００６３】
図２、図１６ないし図１８に示すように、ケース１２の窓部１６の両側に形成されたばね
収容部３０内に収納される一対のシャッタばね８は、同一の構造を有するものを点対称に
配置して用いている。すなわち、各シャッタばね８は、コイル部８ａと、コイル部の両端
からほぼ相反する方向に延出した２つのアーム９ａ、９ｂと、を有している。一方のアー
ム９ａの先端部はコイル部８ａ側に直角に折曲げられて固定端１１ａを形成している。ま
た、他方のアーム９ｂの先端部は、コイル部８ａ側に直角に折曲げられて可動端１１ｂを
形成している。
【００６４】
上記構成のシャッタばね８は、シャッタ２２を閉塞位置に保持した状態で、ケース１２の
前端面１２ａに開口した開口部３２からばね収容部３０内にそれぞれ装着される。すなわ
ち、まず、シャッタ２２を閉塞位置に移動させ、シャッタ２２の可動ばね受け５４とブリ
ッジ部２１に形成された係止ばね受け３８とを互いに整列させる。この状態で、各シャッ
タばね８の一対のアーム９ａ、９ｂを互いに接近する方向に多少弾性変形させた後、コイ
ル部８側から開口部３２を通してばね収容部３０内に挿入する。
【００６５】
続いて、シャッタばねの固定端１１ａをケース１２に形成された固定ばね受け３４のガイ
ド面３４ａに当接させ、可動端１１ｂを互いに整列した可動ばね受け５４および係止ばね
受け３８のガイド面３８ａに当接させる。この状態で、アーム９ａ、９ｂに加えていた押
圧力を解除すると、アーム９ａ、９ｂは自身の弾性により互いに離間する方向に移動する
。その際、シャッタばね８の固定端１１ａおよび可動端１１ｂは、それぞれガイド面３４
ａ、３８ａに沿って移動し、固定端１１ａは固定ばね受け３４に係合し、可動端１１ｂは
ブリッジ部２１の係止ばね受け３８およびシャッタ２２の可動ばね受け５４に係合する。
【００６６】
以上の操作により、一対のシャッタばね８の装着が終了する。図１６ないし図１８に示す
ように、シャッタ２２が閉塞位置にある状態において、シャッタの各可動ばね受け５４は
ケース１２の対応する係止ばね受け３８と整列した状態にあり、各シャッタばね８の可動
端１１ｂも可動ばね受け５４および係止ばね受け３８に係合している。これにより、シャ
ッタ２２は、２つのシャッタばね８によって両側から付勢され閉塞位置に保持される。
【００６７】
この場合、各シャッタばね８の可動端１１ｂは、可動ばね受け５４に加えてケース１２の
係止ばね受け３８にも係合していることから、シャッタばね８からシャッタ２２に過度の
付勢力が作用することが防止され、シャッタ２２は、シャッタばね８の予圧力によって閉
塞位置に保持される。従って、製造のばらつき等によって２つのシャッタばね８の付勢力
にばらつきがある場合でも、これらシャッタばね８によってシャッタ２２を閉塞位置に正
確に保持することができる。
【００６８】
一方、図１９ないし図２１に示すように、例えば、図示しない光ディスクドライブ側のシ
ャッタ開閉機構の開閉ピン７０がケース１２の前端面に沿って移動しシャッタ２２の段部
５１に係合することにより、シャッタ２２が閉塞位置からいずれかの開放位置に移動され
ると、シャッタ２２の可動ばね受け５４の内、シャッタ開放側に位置した可動ばね受け５
４は、ケース１２の係止ばね受け３８と整列した位置からシャッタ開放側のばね収容部３
０内に移動する。その際、この可動ばね受け５４は、シャッタ開放側に位置したシャッタ
ばね８の可動端１１ｂとの係合状態を維持したまま、可動端１１ｂをばね収容部３０側に
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押圧し係止ばね受け３８から離間させる。そして、可動ばね受け５４は、シャッタ２２が
開放位置に到達するまでの間、シャッタばね８の可動端１１ｂを固定端１１ａの近傍まで
押圧して移動させる。
【００６９】
なお、可動ばね受け５４と固定ばね受け３４とはカートリッジ１０の挿入方向に沿って互
いにずれて位置していることから、シャッタ２２を開放位置まで移動させた場合でも互い
に干渉することがなく、シャッタを確実にかつ円滑に開放することができる。
【００７０】
一方、シャッタ２２の可動ばね受け５４の内、シャッタ開放側と反対側に位置した可動ば
ね受け５４は、シャッタ２２の移動に伴い、ケース１２の係止ばね受け３８から離間し、
ブリッジ部２１の移動溝４４内をシャッタ開放側のばね収容部３０に向かって移動する。
【００７１】
また、この可動ばね受け５４は、係止ばね受け３８から離間することにより、反対側のシ
ャッタばね８の可動端１１ｂからも離間する。そのため、反対側のシャッタばね８の可動
端１１ｂは、ケース１２の係止ばね受け３８と係合した状態に維持され、シャッタ開放側
と反対側に位置したシャッタばね８は、初期状態に保持される。
【００７２】
従って、シャッタ２２は、開放方向と反対側に位置したシャッタばね８の影響を何等受け
ることなく、シャッタ開放側のシャッタばねのみの付勢力を受けながら開閉ピン７０によ
り開放位置へ移動される。
【００７３】
シャッタ閉塞時、シャッタ２２に印加されていた開閉ピン７０による押圧力が除去される
と、シャッタ２２は、これと係合している開放側のシャッタばね８により閉塞位置に向か
って押圧され閉塞位置に移動される。シャッタ２２が閉塞位置まで移動すると、シャッタ
の可動ばね受け５４はケース１２の係止ばね受け３８と整列して位置する。そして、シャ
ッタ２２を押圧していたシャッタばね８の可動端１１ｂもケース１２の係止ばね受け３８
に係合し、以後、シャッタ２２に作用する過度の付勢が規制される。これにより、シャッ
タ２２は閉塞位置に保持される。
【００７４】
また、シャッタばね８が、図２１に示す収縮状態から図１７に示す初期状態に復帰する際
、つまり、シャッタ２２が開放位置から閉塞位置に復帰する際、シャッタばねのアーム９
ｂは、初期状態に復帰する直前で、ケース１２の内面側に設けられたガイド面３６ａによ
って所定位置にガイドされる。そのため、アーム９ｂの可動端１１ｂは、ケース１２の係
止ばね受け３８と常に定位置で正確に係合することができる。
【００７５】
従って、シャッタ２２の開閉動作に伴いシャッタばね２２が多少位置ずれした場合でも、
シャッタが開放位置から閉塞位置へ復帰する毎に、シャッタばねを所定の初期状態に確実
に復帰させることができ、シャッタばねの抜けや引っ掛かりを防止して信頼性の向上を図
ることができる。
【００７６】
なお、シャッタ２２が他方の開放位置へ移動する場合、動作方向が上記説明と逆向きにな
るだけで、各部の動作は同一である。
以上のように構成されたディスクカートリッジ１０によれば、窓部１６の両側に一対のシ
ャッタばね８を設けただけの簡単な構成により、シャッタ２２を両方向に開閉可能であり
、かつ、シャッタを中央の閉塞位置へ保持することができる。
【００７７】
また、ディスクカートリッジ１０は、ケース１２と、シャッタ２２と、一対のシャッタば
ね８と、からなる最小限の部品点数で構成されているとともに、シャッタ２２はケース１
２に前端側から差し込むだけでケースに装着でき、同様に、一対のシャッタばねもケース
の開口部３２から差し込むだけでケースに装着することができる。従って、組立が容易で
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あり、ディスクカートリッジの自動組立が可能となる。
【００７８】
更に、上記構成のディスクカートリッジ１０によれば、左右一対のシャッタばね８が設け
られているにも拘らず、シャッタ２２の開閉動作は、開放方向に応じた一方のシャッタば
ねのみによって行われる。すなわち、シャッタ２２が一方の開放位置に移動する際、シャ
ッタ開放側に設けられたシャッタばね８の可動端１１ｂは、ケース１２の係止ばね受け３
８からシャッタ２２の可動ばね受け５４に受け渡されるとともに、他方のシャッタばね８
の可動端１１ｂは、シャッタ２２の可動ばね受け５４から離間しケース１２の係止ばね受
け３８と係合した状態に保持される。
【００７９】
従って、シャッタ２２は、他方のシャッタばね８の影響を受けることなく、開放側のシャ
ッタばね８のみと係合した状態で開閉される。その結果、シャッタ２２の開閉ストローク
を充分に大きく取ることができ、例えば、直径１２０ｍｍ程度の大径の光ディスクを収納
したディスクカートリッジにも対応することが可能となる。
【００８０】
更に、上記構成のディスクカートリッジ１０によれば、ケース１０の前端部において、シ
ャッタばね８を挿入するめの開口部３２がブリッジ部２１の両側に形成されているにも拘
らず、シャッタ２２の移動を確実にガイドすることができる。
【００８１】
すなわち、シャッタ２２に設けられたガイド突起５２ａ、５２ｂは、ブリッジ部２１上を
移動する際、内側の突部５６ａをガイド溝４０の第１の部分４０ａに係合させることによ
りシャッタ２２の移動をガイドし、各開口部３２内を移動する際、外側の突部５６ｂをケ
ース１２内面に形成されたガイド溝４０の第２の部分４０ｂに係合させることによりシャ
ッタ２２の移動をガイドする。従って、いずれの移動位置においても、ガイド突起５２ａ
、５２ｂによってシャッタ２２の移動を確実にガイドすることが可能となる。
【００８２】
なお、本発明は上述した実施例に限られるものではなく、この発明の範囲内で種々変形可
能である。例えば、上記実施の形態において、シャッタ２２は、ガイド突起５２ａ、５２
ｂを２対備えた構成としたが、これらのガイド突起が一対のみ設けられている構成でも上
記実施の形態と同様の作用効果を得ることができる。この場合、各ガイド突起５２ａ、５
２ｂは、シャッタ２２の連結板２２ｂの中央部に設けられ、かつ、シャッタ２２の移動方
向に沿った幅も充分に大きく設定される。
【００８３】
また、本発明において、情報記録媒体としては、両面に記録再生面を有する光ディスクに
限定されることなく、片面のみに記録再生面を有する光ディスクを用いてもよい。
【００８４】
【発明の効果】
以上詳述したように、この発明によれば、一対のシャッタばねを設けただけの簡単な構成
により、シャッタを両方向に開閉可能であり、かつ、シャッタを閉塞位置へ確実に保持す
ることのできるとともに、自動組立が可能なディスクカートリッジを提供することができ
る。
【００８５】
更に、この発明によれば、シャッタの開放方向に応じて、一方のシャッタばねのみを用い
てシャッタを付勢する構成としたことから、シャッタの開閉ストロークを大きく設定可能
な簡単な構成のディスクカートリッジを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】シャッタが閉じた状態における、この発明の実施の形態に係るディスクカートリ
ッジの斜視図。
【図２】上記ディスクカートリッジの分解斜視図。
【図３】シャッタが開いた状態における上記ディスクカートリッジの斜視図。
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【図４】上記ディスクカートリッジのハーフケースの前端部を拡大して示す平面図および
固定ばね受けの拡大図。
【図５】上記ディスクカートリッジのケースのブリッジ部を示す分解斜視図。
【図６】上記ケースの正面図。
【図７】上記ケースのブリッジ部を示す斜視図。
【図８】上記ディスクカートリッジのシャッタの内面側を示す斜視図。
【図９】図８の線Ｂ－Ｂに沿った断面図。
【図１０】上記シャッタが閉じた状態における上記ディスクカートリッジの前端部分を示
す平面図。
【図１１】上記シャッタが閉塞位置に移動した状態における、上記ケースの係止ばね受け
と上記シャッタの可動ばね受けとの位置関係を示す斜視図。
【図１２】図１０の線Ｆ－Ｆに沿った断面図。
【図１３】上記シャッタが開放位置に移動した状態における上記ディスクカートリッジの
前端部分を示す平面図。
【図１４】上記シャッタが閉塞位置から開放位置に移動する際の、上記シャッタのガイド
突起とケースのガイド溝との係合状態を示す斜視図。
【図１５】図１３の線Ｈ－Ｈに沿った断面図。
【図１６】上記シャッタが閉塞位置にある上記ディスクカートリッジの正面図。
【図１７】上記シャッタが閉塞位置にある状態における、上記ハーフケース前端部および
一対のシャッタばねを示す平面図。
【図１８】上記シャッタが閉塞位置に移動した状態における、上記ケースの係止ばね受け
と上記シャッタの可動ばね受けとの位置関係、およびこれらばね受けとシャッタばねとの
係合関係を示す斜視図。
【図１９】上記シャッタが閉塞位置から開放位置に移動する際の、上記ケースの係止ばね
受けと上記シャッタの可動ばね受けとの位置関係、およびこれらばね受けとシャッタばね
との係合関係を示す斜視図。
【図２０】上記シャッタが開放位置にある上記ディスクカートリッジの正面図。
【図２１】上記シャッタが開放位置に移動した状態における、上記ハーフケース前端部お
よび一対のシャッタばねを示す平面図。
【符号の説明】
８…シャッタばね
８ａ…コイル部
９ａ、９ｂ…アーム
１０…ディスクカートリッジ
１１ａ…固定端
１１ｂ…可動端
１２…ケース
１２ａ…前端面
１３…ハーフケース
１４…光ディスク
１６…窓部
２１…ブリッジ部
２２…シャッタ
３０…ばね収容部
３２…開口部
３４…固定ばね受け
３８…係止ばね受け
４０…ガイド溝
４０ａ…第１の部分
４０ｂ…第２の部分
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４４…移動溝
５２ａ、５２ｂ…ガイド突起
５４…可動ばね受け
５６ａ、５６ｂ…突部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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